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CapeOX 療法を投与した患者を対象とした。臨床試験登録前より PPI を
服用していた患者をラベプラゾール群とし、カペシタビン投与の 7 日間以
上前より服用していた PPI を中止し、ラベプラゾール 20 mg/日に変更し
た。Day1 のカペシタビン (1000 mg/m2)の投与はラベプラゾールの投与 1
時間前とした。本研究では Day1 にカペシタビンと代謝物の薬物動態解析
用の採血を行うため、オキサリプラチン及びベバシズマブの投与は Day1
から Day2 に変更した。カペシタビン、5’-DFCR、5’-DFUR 及び 5-FUの
総血漿中濃度を高速液体クロマトグラフィーにより測定した。また、大腸がん細
胞 COLO205 及び HCT116 を用いて、各カペシタビン代謝物による細胞
増殖の阻害に対するラベプラゾールの影響についても調べた。 
 
【結果】2017 年 9 月から 2018 年 7 月までにラベプラゾール群 5 名、コ






った。さらに、ラベプラゾール併用群における 5’-DFCR 及び 5’-DFUR、
5-FU の薬物動態学的パラメータもコントロール群と同等であった。大腸
がん細胞 HCT116 と COLO205 のいずれにおいても、ラベプラゾール添加
の有無による各カペシタビンの代謝物の細胞増殖抑制に対する影響は認
められなかった。 
【結論】以上、ラベプラゾールの併用は、カペシタビンと代謝物の体内動
態に対して影響しないことを明らかにした。 
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